
7月20日(月・祝)の海の日に、周南市文化会館大
ホールにおいて海の日記念式典が行われ、徳山海上
保安部長が来賓として出席しました。

また、海上保安部の関係では長年にわたって徳山
下松港内の環境整備事業を行い、航行船舶の安全と
海洋環境の保全に多大に貢献された境田一彰(さか
いだ かずあき)氏が、第六管区海上保安本部長表彰
を受賞されました。

※ 本誌は徳山海上保安部のホームページでも公開しています
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/tokuyama/

海の事件・事故は１１８番
公益財団法人

海上保安協会徳山支部
〒745-0023

周南市那智町3-1
TEL 090-9462-0023

海上保安庁では、職員を募集しています。
海上保安官に興味がある方、海上保安官になりたい方は、

海上保安官採用サイト（https://kaiho.milt.go.jp/
recruitment/)をぜひご覧ください。
海上保安官採用サイトは右のQRコードからアクセスできます。

海上保安官募集！

海への親しみや海上保庁の業務に関心をお持ちの方、ぜ
ひ「海上保安友の会」にご入会ください。海上保安庁のさま
ざまな業務を紹介する海上保安新聞や会報誌、巡視船体
験乗船などイベントのご案内をお送りします。新規会員紹介
キャンペーンも実施中です！

※詳しい内容や入会の手続きは右のQRコード
からご覧ください

「海上保安友の会」新規会員募集！

海の事故ゼロキャンペーン

海の日記念式典

購読はこちら
（定期無料配信）

季刊誌「周防灘」2026秋号を発行しました。
今年も例年にない暑さが続いた夏となりましたが、各地で行われた
様々な活動をご紹介いたします。
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令和8年９月２５日発行 本紙掲載の写真、イラスト及び記事の無断転載はご遠慮ください。

一日海上保安部長任命式及び
合同安全啓発活動出動式

港内在泊船に対し、海難防止を呼び掛ける
藤井周南市長と一日海上保安部長

海上保安協会徳山支部 総会

記念式典の様子

一日海上保安部長による行動指令

渡辺純菜選手・藤井周南市長らによる事故防止を呼びかけ

7月７日(火)ホテルサンルート徳山にて、海上保安協会徳山支部の総会を開催しました。
来賓に徳山海上保安部長をお迎えして、令和7年度事業・決算報告、令和８年度の事業計画

案・予算案などが審議され、承認されました。

令和８年7月１６日（木）から31日（金）までの16日間、 「海難ゼロへの願い」をスローガンに、
広く一般国民に対して、海難防止思想の普及及び高揚を図ることを目的とした「海の事故ゼロ
キャンペーン」が、民間の海事関係団体や海上保安部をはじめとした関係行政機関が連携して
全国で展開されました。

海の事故ゼロキャンペーン期間中の７月１８日（土）には、海上保安協会徳山支部は徳山海上
保安部と協力し、関係の皆様が見守る中、周南市を拠点にセーリング種目（iQフォイル級）で２０
２８年開催のロサンゼルスオリンピック出場を目指して活動されている株式会社京瀧所属のアス
リート社員 渡辺純菜（わたなべ じゅんな） 選手を一日海上保安部長に任命し、合同安全啓発
出動式を実施しました。

出動式の後、一日海上保安部長や海上保安協会徳山支部長を務める藤井律子周南市長ほか
周南地区の海事関係者が巡視艇なちに乗船し、海上において錨泊中の貨物船やプレジャーボー
トに対して事故防止への呼びかけなどの啓発活動を実施しました。

海面に飛び込む潜水士(訓練)



徳山海上保安部では、海上保安部の業務に対する理解を深めてもらう機会とするため、管内の
中学校からの依頼を受けて職場体験学習を実施しています。

今年度はすでに以下の職場体験学習が実施されました。
・７月９日（木）～１０日（金） 周陽中学校 生徒３名
・9月８日（火）～９日（水） 太華中学校 生徒３名

富田中学校 生徒５名
・９月１０（木）～１１日（金） 岐陽中学校 生徒４名

職場体験学習に参加した生徒たちは、海上保安部各課の業務
体験や巡視艇等への体験乗船、潜水士による訓練を見学したり
して、海上保安業務について学んでもらう良い機会となっています。

徳山海上保安部では、中学校や高校等の職場体験や職場見学を随時受け入れています！！

周防地区海上安全対策協議会総会等 沿岸海難救助訓練

▰周防地区海上安全対策協議会とは▰

消防・警察との合同潜水訓練

役員会の様子 総会の様子

訓練説明 ３機関一斉飛び込み

捜索訓練 海保潜水士

垂直素潜り

スクーバ―飛び込み

縄梯子の作成体験

心肺蘇生法の訓練 海面漂流者の救助訓練

▰水難救済会とは▰

職場体験学習

潜水士の訓練を見学

船の構造を学ぶ 油の処理を学ぶ

巡視艇で港内をパトロール

徳山海上保安部は、7月21日（火）に上関漁協において山口県水難救済会救難所と沿岸海難
救助訓練を開催しました。

この沿岸海難救助訓練には、上関漁業協同組合を母体とする山口県水難救済会の上関救難
所をはじめ、平生救難所、室津救難所の救助員17名が参加し、海に落ちた人が船に上がるため
の縄梯子の作成や、心肺蘇生法訓練、海面漂流者の救助訓練を行い、海難救助に必要な知識・
技能の向上が図られました。

水難救済会とは、明治22年（1889年）に創設された、沿岸海域で遭難した人や船の救助
に駆けつける民間ボランティア救助員を支援するとともに、はるか海上の傷病船員等に対す
る救急医療事業を運営する団体です。我が国は小さな島国ですが長大な海岸線を有してお
り、その沿岸海域で発生する海浜事故等に迅速に対応することは、海上保安庁や警察、消防
などの公的な救助体制だけでは困難であり、全国各地に1300ケ所以上設置された救難
所・支所の、総勢5万人ものボランティア救助員が救助体制をとっています。山口県には水難
救済会の救難所・支所が92箇所設置されており、総勢１,９５６人の救助員が所属しています。

周防地区（徳山海上保安部管轄区域の地先海域）及びその周辺海域における海難の防止
や、大量の油又は有害物質の排出事故が発生した場合の防除活動について協議することを
目的として、周防地区の関係官公庁・地方自治体・企業・漁協などが会員として参加し、昭
和63年に設立された協議会です。

８月25日（火）に徳山海保所属巡視艇なつづき潜水士と、防府市消防署と山口県警機動隊の
潜水隊員との合同潜水訓練が行われました。

沿岸で発生する事故や災害において各機関が連携して迅速に対応できるように、水中の捜索
技術の維持向上を目的として訓練が行われました。

徳山海上保安部は、7月７日（火）、ホテルサンルート徳山において、周防地区海上安全対策協
議会の役員会及び総会を開催しました。

総会に先立ち開催された役員会では、海難防止対策部会、排出油防除部会の各部会長を始
め、その他役員７名、また、総会では、協議会会員である１３２の機関・事業所のうち８６の機関・
事業所が出席し、協議会会長である徳山海上保安部川合部長が議長を務め、各部会における
「令和７年度事業報告」と「令和８年度事業計画（案）」が示され、それぞれ全会一致で承認され
ました。

周防地区海上安全対策協議会では、今後も周防地区及びその周辺海域の安全・安心を目指
して活動を継続することとしています。
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